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 「世界の市場で存在感のある化学企業グループ」を目指す三井化学は「従業員の幸福と自己実現を目

指し、他者との緊密な対話を通じて自らを高め続けていく人材」に対して最高の環境を提供します。これが、

三井化学の人材育成の基本的な考え方です。自らが目標を定め、その達成のために必要なプログラムを自

ら選択し、主体的にスキルアップを目指すという独自の教育制度は、こうした考えに基づいて生まれたもので

す。自らの専門性を深化させると同様に、専門外の分野の知見をも取り込んでいこうという意欲旺盛な人

材に対して、三井化学は、最大限の支援をします。�
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少子・高齢化、核家族化などが進行する中で当社は、男女社員が「仕事」と「家庭」を両立させ、生涯を

通じて充実した会社生活を送ることができるよう、介護看護休暇や育児・介護援助金の導入＊など仕事と

家庭の両立支援策を充実させています。�
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勤務時間への配慮�

保育施設送迎のための�
短時間措置�

介護のための�
短時間勤務措置�

時間外勤務の制限�
（育児･介護）�

深夜勤務の免除�
（育児･介護）�

収入面への配慮�

・育児援助金�

・介護援助金�

休暇･休業への配慮�

介護看護休暇�

特別休暇�

育児休業�

介護休業�
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当社では、各人の能力に応じた階層別研修（必修）に加えて、学びたいという意欲に最大限応えるため

の多彩な社内外プログラム（選択）をラインアップしています。このほか、eラーニングプログラムなど各個人

が自由に選択し、自ら能力開発プログラムを立案することもできます。�
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当社は、公的福祉では十分に対応できない事態に対し、相互扶助的施策・有事の支援施策を充実させ

　ています。このことにより、各個人が自身の価値観を重んじライフプランを自主的に設計し、実施に取り組

　むことができます。また、相互扶助策の充実により社員が安心して働ける環境を提供しています。�
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当社では、障害を持つ方の雇用に継続的に取り組み、2004年度は法定雇用率を達成しています。今後と

　も、十分に能力を発揮し安全に働けるよう職場環境の整備などに努めつつ、雇用を推進していきます。�
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「学生＝生活者」から「企業人＝生産者であり生活者」への「パラダイムシフト」の場を設けるとともに、

全職種に共通して必要な知識・スキルを主体的に獲得することを目的としています。また、メーカーの原点

である「ものづくり」の現場に触れるため、工場実習も実施しています。�
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当社では、化学産業における「ものづくり」の現場を体験し、化学が身近なものであることを知ってもらう

ため、国内外の学生に対しインターンシップを実施しています。今後も、化学の持つおもしろさ、不思議さを

通じて、化学技術の重要性、化学製品の有用性、「夢のあるものづくり」を訴求していきます。�
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会社は社員に対し、経営ビジョン達成のために必要な「社員に期待する姿」を示すとともに、�

その実現のために必要な多様な育成プログラムを提供する。�

�これに対して社員は、自らの意思で能力開発に取り組み、会社という場で�

その能力を十分に発揮し、自己実現を図る。�
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＊：本人の事情に配慮した多様な勤務形態�


